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令和６年度 第１０回 教 育 研 究 評 議 会 要 録

日 時 令和７年２月１９日（水）１３時００分～１４時２８分

場 所 遠隔会議：第一会議室、各事務室等

出席者 榊理事長、高田学長、榎本理事、中山副学長、柳沢副学長、久保副学長、山内副学長、吉田文学

部長、酒井理学部長、鈴木則子生活環境学部長、藤田工学部長、遊佐人間文化総合科学研究科長、

鈴木広光評議員、高岡評議員、鍵和田評議員、篠田評議員、岡本評議員、松本評議員、黒子評議

員、衣川評議員、宮林評議員

欠席者 なし

列席者 青山監事、大久保監事、向総務課長、川村人事課長、幸田財務課長、奥施設課長、

岡田情報課長/学術情報課長、荒堀国際課長、植田研究協力課長、米谷学務課長、

角田学生生活課長、津嵜入試課長、岩阪監査室長

議 長 高田学長

議事に先立ち、前回記録を確認し、これを承認した。

Ⅰ 審議事項

１．「クロスアポイントメント制度に関する協定書」に係る変更協定書について

高田学長から、資料１―１～２により説明があり、審議の結果、原案のとおり承認し、役員会に付議

することとした。

２．諸規程等の制定等について

（１）高等教育研究・支援センター設置に関する規程について

中山副学長から、資料２により説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。

（２）奈良国立大学機構公的研究費取扱規程の制定について

（３）奈良国立大学機構公的研究費不正使用に係る調査の手続き等に関する規程の制定について

（４）奈良国立大学機構公的研究費の使用に関する行動規範の制定について

榎本理事から、資料３－１～５－２により説明があり、審議の結果、資料３－１のうち、誓約書の

文言を形式的に修正した上で承認し、役員会に付議することとした。

酒井理学部長から、資料５－１について、対象となる「構成員」に学生は入るのかとの質問につい

て、財務課長から「その他関連する者」に含まれるとの回答があった。

３．その他

特になし

Ⅱ 報告事項

１．令和６年度 第６回経営協議会（R7.01.24）報告について

高田学長から、資料１により報告があり、両大学の連携の取組に関わり、リカレント事業への応募の

検討にあたって通常の授業もその取組に入れることを検討しており、各部局の協力が必要となる旨、依

頼があった。

２．次期教育研究評議会評議員について

高田学長から、以下のとおり報告があった。

・次期文学部選出評議員：天ヶ瀬正博教授

・次期生活環境学部選出評議員：髙地リベカ教授

・次期人間文化総合科学研究科選出評議員：衣川健一教授（再任）、高村仁知教授
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３．記念館利用に関する重要なお知らせ

山内副学長から、資料２により報告があった。

松本評議員から、重要文化財である守衛室も修繕を検討いただきたい旨発言があり、榎本理事から、

守衛室も検討したいが、予算が充分でないため、記念館の改修に関しても、クラウドファンディングを

実施する予定である旨、説明があった。

４．連携教育開発センターの廃止について

榎本理事から、資料３により報告があった。

高田学長から、今後は両学の学長・副学長の間で、連携を進めていくこととし、教育の連携について

は、教養科目に加えて教職科目についても進めていく旨、発言があった。

５．社会人リカレント教育プログラム「奈良で学ぶ文化財学」について

遊佐研究科長から、資料４により報告があった。

松本評議員から、修士論文を提出することなく修士号を認めているケースについて質問があり、高田

学長から、修了研究で修士号を認める場合があり、博士に進学するための力を備えていることが条件で

あると説明があった。宮林評議員から、大学院設置基準第１６条が修了要件として修士論文又は特定の

課題についての研究の成果の審査及び試験に合格することを求めていることに基づくと説明があった。

６．教員研究経費の単価について

榎本理事から、資料５により報告があった。

酒井理学部長から、教員個人からの寄附の扱いについて質問があり、高田学長より、現状等を再度整

理した上で検討したいとの説明があった。

７．令和７年度会議の開催日程について

榎本理事から、資料６により報告があった。

８．その他

（１）工学専攻の設置計画について

中山副学長から、資料７により報告があった。

（２）その他

・山内副学長から、12/12 に情報セキュリティ研修会があった旨報告があり、昨今、アタックが巧妙

化しているため、パスワード管理を厳格に行うとともに、何かあった時は CSIRTに連絡するよう依頼

があった。また、情報セキュリティ講習会の受講の呼びかけに、協力いただきたい旨、依頼があった。

・酒井理学部長から、研究等の時間を確保するため、理学部教授会について、１月より准教授以下は

委任状を提出することで、出席扱いとすることとした旨報告があった。

次回、教育研究評議会を令和７年３月２６日（水）１３時００分から開催することとし散会


